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　　　　　　緒　　　雷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な切断し，臓器中の1血液な放川せしN）　“h：．後，“1i検し．，

四述球菌に依る処の敗1自1症は稀であるが，1936年，　　　各臓器の病理学r［勺所見を検する手段を行う…・ソ∫，’Fr　一“

Reimann①“’”⑥は，本症の血液中から四連球菌を発　　　ウスの心1血L一滴lll，及び各臓器1（⊃m酬1の竹1こ捕！｛’k繭

見，本傑1株を系統的に研究し又，本邦では，1913年，　　　の消畏を1菌数計塊によつて検討した。尚、菌数計算に

Yamakawa⑦の報告以来，　TQkikuni＆Tomina墓a⑧，　　漁つては，　lfiL液及び各臓器エムルジ灘’fの倍数稀釈液

内藤⑨，北原及び田淵等⑩の症例報告が児られる。　　　の昏々を，瞥通寒天平板2～3枚つつに塗灘II鰹し．

　私の供試した菌株も敗雛藤山来のものである⑪。併　　　繊現する集落数の平均億を求めて爽示しな。

しその発症機序は，もとより明らかでない。　　　　　　　（B）Pn・P・T・　L　ff）群

　本問題に関連して，本菌撫こ依る菌交代症の再現を　　　Aに準じて行い，14日艮野観禦した。

試み，次の様な知見を得たので報告する。　　　　　　　　（C）Pn’P’T’（皿）群

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（A）・（B）の中，肺炎双球菌を55°C，2（1分で死菌と

　　　　　　爽験方法及び実験結果　　　　　　　　　　　したもの，処罎法は（A）に準ずる。

　　（一）ト実験材料　　　　　　　　　　　　　 （D）M。T・群

　（i）四連球菌竹村株のペニシリン耐性株，及びぺ　　　’「イシリン（武田製薬：ストレプトvイシン5m痙

ニシリソ。ストレプトマイシンの1耐性株　　　　　　　　力価・ぺ＝シリy4・　OOO　u）を連日3周間，マウス股

　（ii）　d，　d，N系マウx（体重，209）　　　　　　　　部に筋肉内洗射し・最終注射日の翌日，竹村耐憾橡

　　（⇒実験方法　　　　　　　　　1・Omgを腹腔内に接種した。
　肺炎双球菌皿型，竹村株，抗生物質とを種々な組合　　　　（E）　P・T・群

せに於いてマウスに援種した。　　　　　　①ベニシリソSol　3・OOOu・筋肉内注射，

（A）肺炎双球菌，ペユシリv，竹ホ蛛の場合，　　②3嚇臨竹村株1・Om睦月黙内灘した。
（以下Pn．　P．　T．（D群と略す）　　　　　　　　　　　（F）T・群：竹村1’k　1・Orngを腹腔内接種した。

①肺炎双球菌1，0mgマウス囎内弓輝。　　　（G）P”・　P・群・肺炎双球菌接種塒間後・鵡シ

②塒間後，ぺ・シ〃S・1（明治製薬）・3，。0・・．　リン筋離射を行つた・

をマウス股部に筋肉内注射。　　　　　　　　　　　　　　（H）　Pn群：肺炎双球菌1・0凪9を膜腔内接樵

　③3時問の後，竹村ペニシリソ耐性株1．Omgを　 （1）無処置マウス：尚（B）一（1）に於ける処縢

マゥス腹膝内接種。　　　　　　　　　　　　　　　　　　マウスの中菌数計算を必要としたものは，すべ

　④　以後3乃至4日間隔に1回，同磁位のペニシリ　　　　　て（A）の項に記載したと同様な方法で行つた。

ソSolを筋肉内注射。　　、　　　　　　　　　　　　　　　　実験結果：

　翌日から10日間に亘つて，毎日一一fa数のマウスに対　　　　　（一）　病理組織学的所見

して・フニノバルビタpaル鰍る麻酔lfi・　i　’ち噸部　対鰭には欄すべき変イヒ嬬めず羨灘の申，
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　主要な病理組織学〔【畳J変化は次の通りであった。　　　　　　事はなかつた。

　　　Pn・P・群：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これ等の菌の11匙1長に就いて対照T群と比較した場

　　肺臓（図1）；一胞隔セこは充【肋ミあり，少数の好中　　　合。

　球。リンパ球及び好酸球が浸潤してi照度1こ肥厚し，所　 ①Pn．　P．　T．（1）群では，肺，肝，脾，1欝の．全供

　謂胞隔炎のf象を認める。然し10日例においては胞隔炎　　　　試臓器中の菌数に増多が認められた（第ユ表）。

　は殆んどみられない。また岡様の炎性細胞浸lllllが気管　 ⑨併し，剛兼の処置を施f↑した処の，　Pn．　P．　T・

　皮周囲にみられたり，肺｝抱に軽度の出ll冗を認める例も　　　（皿）群では［lh，液及び肺臓内に於いてのみ羅異を示し

、　あるが，胞内炎は殆んどみられない。　　　　　　　　　た（第2表）。

　　脾臓（図2）；一赤脾髄に充1自1，と系【ll繹細胞増殖及び　　　　③　Pn，　P．　T，（111）群では顕翫に箔塁犀1きを認めなか

　　i沙数の妊・1球，リソパ球一i乱1亥・球の浸潤し耐糠び）像　つた。

　を軽卿こ認め，また洞I」wsTe細胞の1軟・増〃直がみられ　　④P．　T．群には糎雛1翻め馳なかつた。

　る例もある。3～5日例の脾では濾胞増殖セま審明であ　　　　⑥　M．T．群では肺，肝，腎臓に増多が認められた

　る・　　　’　　　　　　　　㈱3測。
　　】n臓（図3・4）：胡1細圃軟し一i剛ノ屑融　　㊥以」餅1裸から，対シ・。に依考荊螺群

　鰍酬認めら泌・殊に5～6醐において1紅　は，対ll償、痴艇繍に上ヒ阻て漁灘酪麟・i・
　〈諒た7　’y　8・1°　H例において｝歌1荘u融剛馴1包原　の菌の1版に購不破の・蹄示す」酬1認され、四

　形質がびまん性に濃染して・糸旧胞境界は不iり礪毛とな　　連球菌の1側域いは，臓器内での比1i凌11贈妬の一一囚は

　り・核の変性繍い’N・k・°bi・s轍び脚ビの（tSt　t”　11i∫蝋と1．．、て行つ鋤：・吻質の1跡、。あつた、と1腱さ

　認めたり・また淡1靴した肝SIII胞の小糊が沙姿肋　漏．併レ．方臓疑納酬〔の他の獺とL－（，　一［、記

　　リソパ球浸潤を伴t・’”：て限1洲の撒円形糊亀を1乍つ　の織か馴i炎双嚇嚇染に儲，糸lt織の錨撒変化

　ているところがある・櫛］には充［flLがあり，白・鱒が　も1刻与する1i・が翫昧たので，　M，T．翫P。．P．T．

　硝々励1している鵬ある・またタ1と細胞の1駄，増力「1　1［　糊の鰍の樵喚を棚し，第嬢の榔Ph．　P．

　劇：1髄に・忍められる・［hKJ・Gliss・・鞘の醐；1・11【II1に　T．　qD　　は，　M．　T謂に鰍して，　ty－fit　vr．．　，1　fe　7t｛・’i’iの四

　リソパ球゜単核球の集族性浸潤が博明な伽1がある。　　　連球菌の増殖度に強を認める様な結果を得た。

　　腎臓（図5）；糸球体のMeSangium増加が軽礎に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　括
　認められ・間質に囎血と’1’数のリソパ球浸・II　が限1箭　1鮫価1はB，i，。u＠，　w，i。，，，i。⑬獅｛やて記

　性にみられる例がある・　　　　　　載翻、，その後多くの研究鮪があるが，その発縣

　　　Pn・P・T・qD群・　　　　　　件として主なるものは，離艘働ロ体嚇鞭蜘旨
　　肺炎双球菌。生菌注射君恥こおいては，Pn・P・群にお　　を低下させる様な物理化学酌要因奎と云わ2τている。

　ける変化と略身全様である。但し2H例の脾臓におい　 ①RQsebury⑭は口腔内の或る種の萬は，これら

　ては赤脾髄の組織融解が強くおこつていたが・11日例　　　を純培篶したもの単独又は混禽したものを櫓ルモツト

　の肝臓においては星細胞の腫大・1曽加やリソパ球浸1閏　　に接種しても実験的感染を起させ得ないが口腔内菌を

　を認めていない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　純培餐せず，混在したままで培養した場合はモルモツ

　　肺炎双球菌の死繭温…鮒群においては・その炎性変化　　　トを感染させ得ると述べ，Dearing＆Heilman⑯は，

　はPn・P・群に比較して極めて軽微である・即ち肺臓　　　ストレプトマイシン，サルフア剤，クPルテトラサイ

　（図6）の胞隔の充血や胞隔炎を殆ど認めず・肺胞は含　　　クリソ等を比較使用し，クPルテトラサイクリンが著

　気梶｛…に富み・気管麦周囲にも著変を認めない。脾臓（　　　明に腸内萬叢の変化を来たした事を報告し，Bierman

　図7）｝こおいては蜘Lと　難酬［網棚包増殖をみた例　＆J。w，t。⑯は夘ラムフ＝．＝コー，・を凧、て同搬

　がある。また肝臓（図8）は・少数の肝細胞の変性巣　　　結果を報告している。

　の他は炎性細胞浸潤を認めなかつた。　　　　　　　　　　私はこれら菌交代症の要因を考え，主として菌叢の

　　　（二）　血液及び臓器中の四連球菌（竹村株）の？T∫f　　変化を日的として，マウスに比較附多鳳の1尤生物質を

　　　　長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注射した場含（M．T，群の場合），主として，病理組

　　対照群及び実験群の」血液及び臓器内に於ける菌の消　　　織学酌麓化並びに混合感染を日的として，肺炎双球菌

　長を日数別に観察すると（図9～図14）に示される　　　を接種し，比il，＞ilrllJ少昂：のペニシリンで治療し．た場合（

　如くである。尚．正常気管，気篇支等は野1んど無菌的　　　Pn．P．　T．（1），（ll）群の場合）、獄こよつて菌交代li宣

　と云われているが，本実験でも実験に皮障を来す様な　　　の再現を計つた。
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図1：肺（Pn．P・群6日後）：胞隔に充血と，リ　　　　　　図2；脾（Pn．P，群5日後）：赤脾髄欝血と，少

ソバ球好中球浸潤があり，胞隔炎の像を示し，　　　　　　　数のリソパ球好中球が浸潤した軽度の脾炎像。

胞隔肥厚がみられる。胞内炎を認めない。　　　　　　　　濾胞の増殖が認められる（矢印）。

図3：肝（Pn．P．群7日後）：中心静脈の欝血　　　　　　　図4：肝（Pn．P．群9日後）：肝細胞は軽度の

と、星細胞の腫大増殖を認む。限局性の小葉内　　　　　　　変性に陥り，間質の静脈周囲にリンパ球浸潤が

壊死巣（矢印）を散見するQ　　　　　　　　　　　　　　集籏性に認められる。
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　　　　　　　　　　1　．，itr面　　　　　　　　　　　　　　　倉1

図5；腎（Pn．P．群6日後）：糸球体Mesangi一　　　　　　　図6：肺（Pn．P．T．（1）群12日後）：肺胞は軽
umの軽度の増殖と間質に欝血をみる。糸lll胞浸　　　　　　　度の大小不同i6r示すが細胞浸潤はない。胞隔に

潤は認められない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　は肥厚と欝血細胞浸潤を認める。

図7：脾（Pn・P．T．　U）群4日後）：赤脾髄の　　　1　　　図8：肝（Pn．P．T．（D群5日後）：肝細胞に脂

充血と軽度の細胞浸潤，細網細胞の増殖を伴な　　　　　　　肪一蛋白質変性と，小葉内及び間質血管周囲に

う。　　　　　　．　　　．　　　　　．．　　　　　　　　リンパ球の集籏性浸潤を認むQ
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19，481　　＊＊

7．611　＊＊

7．384　＊＊

VDB　 I　　6059462。49　｝　　54－1＝：53　　1　　　　　　　　i
要　　因　l　　S・S・　　】　　D．F．　　i　　M．　S，　　［　　　F‘）　　　．

　　　　V

　　　　D
脾　　V×D

　　　B（VD）

　25562177．79

　9019032，37

　9382902。04

．22602162喬34

　2－1嵩1

　9－1　＝8

（2L1）（9－1）＝罵8

2×gr3－1）＝＝36

2556277，？9

1127504，04

1172862，75

　62783．84

4，071　＊

1．716

1．868

．＿＿玉乙P二旦＿＿L二＿．ヨ3鍍1坦ヱ墨亙生」　　 1甦：よ三曼鉱＿⊥＿＿＿＿＿一＿一一tt　＿＿」＿P，一．．t　　＿＿＿＿＿

要　　圏　I　　S．S，　　1　　D，　F・　　F　　M．　S，　　I　　Fo

腎

　V
　D
V×D
B（VD）

132016．67　　　　　　　2－1嵩＝1

730772．04　　　　　　　9－1＝＝8

71462LOO　　　　　（2－1）（9－1）＝＝8

520223，05i2．9（3－1）冨36

132016，67

91346．50

89327，62

14450，64

　VDB　｝　　2256612．38　1　　54－1昌53　　1　　　　　　　　1
註　　Pn・P．　T．（1）－T．は両者の比較を示す　＊5％以下の危険率を示す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊1％　　　tt・

g．135　＊管

6。32篭　＊＊

6。18　＊＊
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第2表　　　　Pn．　P．　T．（正）－T

血

液

要因i・・S・1・…　lM・S・1　・・
　V
　D
V×D
B（VD）

10875。41

11103．13

12445。42

39183，34

　2－1鶉1　　　　　1　　　　　　　10875．41

　9－1＝＝8　　　　　　　　　　　　1387，89

（2－1）（9－1）　＝8　　　　　　　　　　1555，67

2＞く9（3－－1）＝r－36　　1　　　　　　　　1086。62、

10．002　　＊：e・

1。048

1。431

．＿．VD・1．736噸・1・・－1－531＿、＿－1＿．

　　　要劇　・…　1・…　lM・S・1　F・

肺

肝

脾

腎

　V
　D
V×D
B（VD）

19924．61

23573．60

43〔｝60．22

14413．67

2－・一・ @1　・992・・61
　9－1＝8　　　　　　　　　　　　　2941．8（」

（2一し）（「g－・D需8　　　　　　5382．52

2×9（3－1）：：＝36　　　　　　　　　　　 40（｝g37

49．811　vet：

7．354　　＊＊

i3，445　　＊，「；

VDB　I　・・・…211・・一・－531　　　1

墾．剛　・・S・｝・・E・1照・．S・、　L．F・

　V
　D
V×D
B（VD）

13・97・8・　2一同　1　・3・97・8・…3・241
17154．59　　　　　　9・醐1部＝8　　　　1　　　　　　2444，32　　　　　5，312

13224．37　　　　　（2－1）（9－1）訂8　　　　　　　　　　1653．〔｝4　　　　　　4，0Cjl

ユ4530．68　　　　　2x9（：・1　一・1）”36　　　　　　　　　　　4｛｝3．63　　1

VD司　 ・8・…431・・－1－・・　　　　i
要因1・…　1［・…　iM・S・1　…

。（VD）　41782、．G72。、，、－1、＝＝、36　i　1、6。、、371

　V

　D

V×D

15201，07

148179．74

i28773．26

2－・－1　1　15201・・7　1・3・9
　9－1諏8　　　　　1　　　　　　　］8672，46　　　　　　　1，608　　　吟

　　　　　　　　（2－1）（9－1）t＝8　　［　　　　　　　16096，65　　　　　　1，386

VDB　I，・・9983・74｝・・一・－531　　i

要因、1・…　i・…　lM…　1　・・

V・D　・722393・66i（2－1）（9－1）－8

v　l　374000．67　・2－1瓢1
D　I　・729707．00　9－1澱8
　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

BCVD）　　　8330154．67　t　2×9（3－1）＝36

羅lllI　l：1蓋

215299．21　　　　　0．930

231393．19　　1

VD司・2・562・6・・酬　・・，一・・－53｝　　　1

　病理組織学的所見ではPn．　P．群では，肺に於いて，　　質の投与に依つて現われるかを湾察するに，・上述の如

初期胞隔炎の像を認め，末期には消失する軽い炎疾性　　　く本実験では対照群に比較して，すべての喫験群に於

・変化が見られたが・これらは肺炎像が消失しつxある　　　いて或る程度め差轟を謝めた。

所見であり又肝に於いては類洞並びに星細胞に病理　　　又Pn．P，　T，（［）群とM．　T．群とを比較すると，

組織学的変化が見られた。　　　　　　　　　　　　　　血中に於ける四連球菌の増殖度に餓を諏めた。この窮

　此の事はPn・P・T・α）群に於いても同様であり・　　はPn．P．　T．（1）群とM，　T．群とを比較すれば蔓に

臓暑紳の四連球菌の消艮から考えてもこの事は理解　購嫌が諏め時、れだ糧叛る。

される。さてり搬結果では・実験群は対！照洋丁に比　　　以上の結果からマウス体内に於ける竹村株の増殖度

較して・各被検臓器中の四遮球菌の数に於いて或る程　　　の変化は，抗｛1三物質の投与，にも関係するが，誕にこれ

度の差異を認めた・此の原悶が，主として軽度の炎症　　　に加えて組織の炎痛吐変化，混合感染等も重要な因子

性変イヒの随伴現象として現われるのか，或いは抗生物　　　である婁が推定される。P．　T・群と丁群の間には顕著
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第3衷　　　　　　　　M。T，－　T．

血

液

肺

肝

膵

腎

要因l　S・S・1・…　lM・S・l　F・
　V
　D
V×D
旦一（VD）＿

VDB
要　　因

　V
　D
vxD
B（VD）

　6．28

2386．15

216．89

1238．00

3847，32

　　　　　　　　　2－1＝1　　　　　　　　　　　　　　　6．28

　9－1＝：8　　　　　　　　　　　　　　298．26

（2－1）（9－1）＝：8　　　　　　　　　27．11

2×9（3－1）＝：36　　　　　　　　　　　24．38

54－1　＝＝　o「3

0．257

12．235　　：1：k

コ，111

・…　1・…　lM…　t　・・
3488．。7i　2・・同
23800．43　　1　　　　9．－1＝・8層

13085．76　　　　（2－1）（9　－1）麟8

9168．67　　　2×9（3－1）講36

3488，｛）7

2975．05

1635，72

254．68

VDB　l　・・542・93154－・－531　　　1

13．896　　，1儒＊

1】。（モ85　　＊：「皇

6．423　＊＊

要剛　・…　1・…　iM…　t　・・1
　　91　1器　　1：嵩　i　411謡l
　VxD　　　　　　3773、14　　（2－1）（9・・1）訟8　　　　　　471。64

＿．B、（VD）　．一一＿一．＿＿“銘鄭§7．⊥一＿2送9（3－1）『鐙．　　　　　　178．51

VD・レ223・4・38154－1－・31　　t
委因1・・S・t・…　lM・S・、
　V
　b
V×D
B（VD）

VDB

、lig：1引　；：に1

96455．48　　　　　（2－1）（9－】）＝言8

13807，00　　　　2x9（3－1）謂36

i　　　　117201．32　　　　　　　　54－1r＝53
要　　因

　22（）．02

　839，85

12〔［56，93

　383，52

・…　i・・　・・iM・S・
l　　　i　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

23。753　N＊

5，191　＊＊

2．642　：e一

Fe

　V

　D

V×D

0，573

2．189　＊

31。437　　＊＊

1280，90　　　　　　　2－1＝＝1　　　　　　　　　　　　　1280．90

7021，15　　i　　　　　9－1rr　8　　　　　　　　　　　　　　877．40

794，93　　［　　（2－－1）（9．　－1）調8　　　　　　　　　　　99　32

Fo

i　　　　i　　　　　　　　i
．　　1　　　・

6．541　＊＊

4，434　＊

051〕7

B（VD）　　　　　7044．67　　2×9（！9／：！1．）掌釜　．＿＿＿＿⊥g窪皿＿＿＿＿＿一

VDB　i　16・4L・5154－・－5司　　　｝

嫌が見られなかつたが，これは対闇搬で使用べ＝－　M株の臓器lg・1・の数は最剤二1臓脾臓では大体1G5　，・

シリソ徽も少く，従ってこの場合は労慮に入れない。　　　10Cl個程度であつたと述べている。私の場合マウスは

　併し，MT群怯，前処概として，マイシリンを使用　　　塊死せず，又病理組織学的にも顕著な変化が見られな

した唯一一の例である事J又岡一処羅を行つたPn、　P．　　かつたので菌交代症を再現出来たとは考えないが，四

T，（1），（K）群中にも多少の艶を認めた事，実験例　　　連球繭のマウス体内に於ける増殖度は変化させ偲たも

が少い事，等の理由で，以上の諸点に関Lては更に多　．　のと考える。

くの実験を必要とするものと考える。

P。群マウ略騰紳の肺炎双球菌腱磁蕨・血　　　　結論
液289万，肺370万，肝臓627万，脾臓712万，腎臓　　　　肺炎双球菌皿型，ペニシリン，マイシリソ等を種々

703万と極めて多数であるが，一方三橋⑰等はマウス　　な組合せでマウスに接種し，正常マウスに対しては，

に於ける実験チフス症に於てS．enteritidis　SERユ8　　これを蜷死させ得ない四連球菌竹村株のマウス体内に
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第4表　　　　　　　Pn．　P．　T．（∬）　－　M・T・

血

液

肺

肝

要　　因　I　　　S，S・　　…　　D・F・　　：　＿＿坐・S・　　1　　　夏L＿

　V
　D
V×D
B（VD）

6170、20　　　　　　　2－1二＝1

13442，85　　　　　　　9－1躍8

11178．64　　　　　（2－1）r9－1）離8

40331，00　　　　　2×9（3－1）＝36

6170。20　　　　　5．500　　＊

1680．35　　　　　　1．499

1397．33　　　　　　1、247

1120、301

VD．薫i　I　　　。71122．69　1．　．．…5感鷺L『襲．……一±．．、＿＿．．＿＿＿．＿．．．」…．．＿．＿一一．＿．＿、．…

＿要＿」4］．＿L．．、＿．＿．§論§・．．＿i．．＿＿『P先＿獄．．：．．．．上、「、、磁・5．・．．．L．．＿F真P．．．　一

　　V
　　D

　VxD
tt．耳くVD）

5084．74

35640，15

21762．59

36035．69

　2－1＝＝1　　　　　　1，　　　　　　　5084，74

　9．1－8　i　4455．。1
（2－1）（9－1）謂8　　　　　　　　　　2720、22

gズ．9（3，：　1）翻36　　　、　　　　．．　1〔｝0｛｝。98　　1

5，　07　＊

4。45　　；t：：lt

2，7］．7　＊．

　．⑳B、』L－．＿＿．鱒穀3，順＿i＿．．興二1縄．．L＿tt．＿＿．．、、」．「．．．．＿，
一要＿」型＿L＿．．＿魚＿iミL＿一一．－L＿、P・．－ll　，・』』＿＿．［．＿＿、＿照∴＿見：＿＿＿L．、．．．tt＿F．‘，．＿＿＿「

　V
　D
vxD
B（VD）

1992，30

20468，60

17153．30

17852．00

　2－1＝1

　9－1＝8

（2－1）（9－1）＝8

2×9（3－1）漏36

1992，30

2558．57

2144．16

495，88

4．017　　＊

5．179　串＊

4．323　　＊，1；

　　　一『筋語……簡T…一一””t「テπ6｛51冠1．』1．1二1伽1＾二頁三1欝駈二τπ二：………1“11’1「1一1：τこ目1．1＿＿一．、．．

｝一㎜．甲… v…1亙三1＿1』．SL＿§．．：一一一・＿」一一一＿一一一一＿夏ぬ一璽鵡．＿＿L＿＿輿二£∴＿．．＿L＿＿＿丑“

脾

腎

　v
　D
vxD
】3（VD）

　9288．32

219037．83

82508．54

313546．67

　2－1　　　　　　　1　　　　　　　9288，32　　　　　1．，066

　9－1＝8　　　　　　　　　　　　27504，72　　　　　3，ユ57　　瀞＊

（2－1）（9－1）＝＝8　　　　　　　　　　10313．56　　　　　　1．184

2×9（3－1）二＝36　　　　　　　　　　8709．62　　、

：盟＿一」製、⊥＿＿一β・一一．＄1－、＿L＿＿恥＿」至1＿．．一．．．L．＿．M．r．S∴．．、　i．一一　．Fo．』．

　V
　D
VXD
B（VD）

　9288．32

219037．83

82508，54

313546。67

　24齋1
　Cj－・1　＝8

（2・－1）（9－1）癖8

2x9（3－1）＝鵠36

9288．32

275〔〕4。72

10313，56

8709．62

1．（066

3，157　　＊｝ド

1．184

VDB　l　　　64381・36　1　　54－1　＝53　　i　　　　　　　　｝

於ける増殖度を変化させる事ができた。　　　　　　　　　Soc．　Exp．　Bio1．＆Med．33；344，　1935．　⑦Yama一

鞭終る儲り，終㈱繍なる御構と撒融　k”wa・1：Mitteil・a・　d・med・　F“kulL　d・　Kaise「・

賜つた恩師田11晦教授に対し衷心より，敬意と謝意を表　　　Univ・Tolcio・11；217・19i4　　⑧Tokikuni・T・＆

します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tominaga，　S．；lbid．，19，2t3．1917　⑨内藤i∬寿；

沢義麟讃憲轟難難羅鷺灘騨会誌・33・3・3，・9・2⑩・1胱・・1…｛謹一・
賜つた教室員各位並びに研究の機会を与えられた山口　　熊本医誌・12；2345・1936　　⑪脅木美典，他・：小児

院艮に対し御礼を申し上げます。　　　　　　　　　　　科診療，20；679，1957　　㊤Bris（⊃u，　J；Presse

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M6dicale，17；353，1952　　⑬Weins　tein，　L：New

　　　　　文　　献　　　　　　　　　　　　　　　　Eng．」．　Med；235；101，1946　＠．．　Rosebury，　T．：

①Reimann，　H．　A，、：」．　Clin，　Invest．14；331．1935　　J，　inf，　Dis，；87；217，1950　　⑯Dearing，　W．　H．，

②Reimann，　H。　A，：J．　Bact．31；385，1936　③Rei－　　＆Heilman，、F．　R，；Pr。c，　Staff．　Meet．　Mayo．

mann，　H．　A．：Ibid．，31；417，1936　（DRe．imann，　　Clinic，25；87，ユ950　⑭Bierman，　H．　R．，　et　al，　；

H，1A，；tbid．，33；499，1937　⑤Reimann，　H．　A．　　Proc．　Soc，　Exp．　Bio1．　Med．，68；395，1948　⑰三

言Ibid．，33，513，ユ937　⑥ReiTr｝ann，　H．　A．：Proc．　　橋進，他；日細菌13；704，1958


